
本県の伝統的工芸品の製造体験や職人との交流を通じて、理解と認識を深めてもらうため、小学生とそ
の保護者を対象に「かごしまの手仕事学校」（8/5～8/7）をマルヤガーデンズにて開催しました。今回も新
型コロナウイルス感染症の感染防止策を講じ、密を作らないために体験ブースを広くしたうえで開催し、
この状況下でも3日間で県内外から延べ100名が体験しました。
中には1日に複数の体験や毎年異なった製造体験をする小学生や兄弟・友達と複数人での参加など、毎

年恒例の夏休みイベントとして楽しみにしている小学生が多いことを実感しました。
また、以前から「保護者も参加したい」などの声もあったことから、今回初めて親子で参加の募集をした

ところ、保護者も一緒に県内の工芸品を体験いただく良い機会となりました。
今回は、初鼓の製作体験を初企画し、初めて手にする初鼓（郷土玩具）に興味を示す小学生も多かった

ことから、今後もこのような工芸品に接する機会を増やし、製造体験を通して若い世代に興味を抱いても
らえるような取組みを進めて参ります。

【体験した小学生の声】
・一つ一つ丁寧な職人の作業に驚いた。
・伝統産業が好きで、興味があったので良い経験になった。勉強に
なった。

・過去にも体験し非常に楽しかったため、参加した。夏休みの楽し
い思い出の一つになった。

【保護者の声】
・親子一緒に楽しめ、勉強させていただいた。
・コロナで外出が出来ない中、少しでも楽しいことを経験してもらいたかった。
・せっかく鹿児島に生まれて、地元の工芸品を見るだけでなく、実際に触れてほしかった。
【出展者の声】
・小学生は独特の感性を持っているため、指導する職人としても非常に楽しませてもらった。
・歴史ある工芸品であるが、知名度の低さを感じたため、もっと県内の小学生、保護者に知ってもら
えるようにしたい。
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当協会では、商品のブラッシュアップから販路開拓までワンストップでサポートする事業を実施しており、

その一環として宮崎県の高級スーパーであるフーデリー5店舗にて鹿児島フェア（7月29日～31日）を開催

しました。今回は奄美世界自然遺産登録1周年をテーマとし、奄美群島の商品を含む15社29品目を採用い

ただきました。

フーデリーでは、原材料に拘った無添加商品を多く扱っており、来店客も食品・健康への意識が高く、

フェア開催中は、精肉・鮮魚・惣菜など各コーナーでも鹿児島県産の食材を使用した商品が販売されました。

オープン前から広告片手に多くのお客様が並び、「軽羹や黒糖目当てにきた」「鹿児島の食材を使用した

惣菜は美味しい」などフェアを楽しみにされている来店客も多く、人気の高さが窺えました。

また、今回当フェアに向け無添加のさつまあげを開発した事業者による対面販売を実施したところ、来

店客から大変好評で、鹿児島を懐かしんでいる方も多くおられました。フーデ

リーの従業員からも「年に数回鹿児島フェアを開催しているが、毎回大盛況だ」

「今後も色々な商品を提案してほしい」という声があったことから、当協会とし

ましても更なる販路拡大に繋がる支援を継続して行って参ります。

かごしまの「食」ワンストップサポート支援事業
宮崎県フーデリー「鹿児島フェア」

小学生が伝統職人のお仕事を体験！
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県内における人・モノ・情報の交流促進並びに県産品振興を図り、県内特産品や観光情報等を総合

的に紹介するため、㈱山形屋にて「第13回～どんどん鹿児島～ふるさと物産展」を開催し、72社（工

芸品20社、食品52社（うち初出展14社））が出展しました。

今回は、5年に1度開催される「第12回全国和牛能力共進会（全共会） 鹿児島大会」の応援企画と

して、マスコットキャラクター「かごうしママ」による大会ＰＲをはじめ、出展者による黒毛和牛等

を使用した特別弁当販売や精肉の特別販売会を実施したところ大好評で、10月に開催される全共会を

広く県民の方々に紹介することができました。

来年は、かごしま国体・かごしま大会等も予定されているので、引き続き、

山形屋と連携し、新たな本県特産品等を紹介していきたいと考えております。

【消費者の声】

・今年は全共会が鹿児島であるので、是非地元を応援したい。

・鹿児島の美味しいものが一堂に会しており楽しかった。

【山形屋担当者の声】

・全共会やぎょうざ、NEWアイテムなど、非常にワクワクする内容だった。

・6階催場をはじめ、全館で鹿児島の魅力を発信できた。

（商品や離島も含めバリエーションも豊富だった）

【出展者の声】

・地元の山形屋の催事に出展できるのは光栄なことで、コロナ禍でも催事の

開催と出展ができてよかった。

・お客様からの反応や評価（声）を直接聞くことができ、今後の商品開発に役立てたい。

本県の多様な食文化や伝統的工芸品、観光、風土、歴史などを総合的に紹介するため、東武百貨店

池袋店「夏の大鹿児島展」（8月25日～8月30日）を開催し、本県から66社（工芸品14社、食品52社）

が出展しました。

今回は、今年10月に鹿児島県内で「第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会」

が開催されるため、その応援企画として 「鹿児島県産和牛」の特別限定販売や

黒毛和牛を使用した弁当・惣菜の販売により、当大会の開催ＰＲも行いました。

出展者からは「このように首都圏でＰＲしてもらえると大変有難い」「生産者

としても盛り上がってくれることが一番嬉しい」などの感想がありました。

その他、お茶やさつま芋を使用したスイーツや熟成海鮮丼などの特別限定品

なども好評で、会期中には本場大島紬クイーンが来場して大島紬等のPRや着物

に実際に触れていただくなど、首都圏消費者へ本県特産品の魅力を大々的に宣

伝・ＰＲいたしました。

また、今回も昨年同様、コロナ禍での開催を余儀なくされましたが、感染拡

大防止策を徹底し、大きな問題なく開催することができました。

百貨店担当者からは「この状況で多くの来場者があるのは、鹿児島展の人気

が高いことがわかる」「冷菓・スイーツは人気であるうえ、女性受けも良い為、

今回の鹿児島の商材は集客に繋がった」、来場者からも「昔鹿児島に旅行に

行った時を思い出す。特産品・観光地ともに懐かしい」という声をいただきま

した。

当協会では、今後も首都圏で会員の皆様と一緒に本県特産品を盛り上げてま

いりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

～東武百貨店池袋店「夏の大鹿児島展」開催報告～

㈱山形屋「第１３回～どんどん鹿児島～ふるさと物産展」開催報告

出展者を激励する塩田理事長



会員紹介
お客様や県内企業との『ご縁』を大切にした経営
カルスコ株式会社（令和3年度入会）

鹿児島市川上町にてハム・ソーセージなど様々な加工肉
製品を製造しているカルスコ株式会社をご紹介いたします。
―企業概要・事業内容など―

当社は、先代（現社長の父）が平成元年からハム・ソーセージ等食肉加工品製造やOEM製造中
心に行ってきた事業を現社長（息子）が平成23年にカルスコ㈱を設立後、 2代目として商品や製
造法などを事業承継しました。現在では、卸売や小売販売、催事等のイベント出店を中心に更な
る事業拡大を図っている企業です。
―入会理由と当協会の事業（物産展等）に参加した反響・反応―

これからは、業務用のみではなく小売（個人向け）などの強化（販路拡大）にも目を向ける必
要があるという経営方針の転換から催事などに参加することが多くなりました。売るだけでなく、
作ることも強みの一つですが、入会し県外の催事に出展することで「消費者からダイレクトに評
価・感想を聞ける。これが、商品開発への新たな刺激・意欲と何より消費者とのご縁に繋がる。
更に商品改良を積み重ねる毎に新しいターゲットが増え、リピーターにも繋がることがやりがい
だ」とのことです。

また、昨今のコロナにより飲食店等へのB to Bは激減したものの、その反面、巣ごもり需要に
よる自家需要向けのB to Cが飛躍的に伸びたことでピンチをチャンスに変えられました。
―今後の取組みや展望―

今後は「B to Bを現状維持しつつもB to Cに力を入れ、ECの拡充も図ることでもっと県外のお
客様にも商品を知ってもらう機会が増えてほしい。そして、催事等に出展している異業種の方々

と一緒に鹿児島を盛り上げていくことが目標。」と話されていました。

特産振興支援員奮闘記

竹のお話
特産振興支援員 工芸品担当 村瀬 辰範

鹿児島県の竹林面積は日本一です。全国1,667㎢、鹿児島県は179㎢と全国の10分の1を占めま
す。

竹は世界中に600種を超え、日本でも300種程あると言われています。竹製品は九州では大分
県別府竹細工が有名ですが、本県にも古くから優れた竹製品が多くあり、県指定伝統的工芸品
にカゴ、花器等々が指定されています。

また、スプーン等の食器から、建築資材、竹紙、竹炭、竹酢液等々様々な製品が生産され、
肥料等にも幅広く活用されるなど応用分野が広く利用価値が高いことから、竹資源の持続的利
用が推進できると考えられます。

しかしながら、安価な外国産輸入竹が増え、高品質な竹材が必要な花器・編組器等の竹工芸
品生産者も減り、県内産の良質竹材への需要・生産がさらに低下することが心配されます。他
の工芸品生産者同様、特殊な加工に関わる技術や技能が途絶える事も懸念されます。

また、鹿児島県の竹林を取り巻く環境も年々厳しくなっており、放置される竹林が増え環境
への被害も懸念されています。樹木のように土中に深く根付かず、地層を横に根を張るため地
滑りなどが発生しやすくなるからです。

竹はイネ科に属し、最も美味しい時期を表す漢字「旬」に竹冠で竹の芽の「筍(たけのこ)」
と読みます。竹は、日本人の生活には欠かせない資源であり文化です。食を含め竹の利用が増

える事で環境を守ることに繋がります。
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１．第１２回全国和牛能力共進会鹿児島大会
和牛フェス in かごしま2022開催

「全国和牛能力共進会」は、全国の優秀な和牛を一堂に集め、改良の成果やその優劣性を競う場として5
年に一度開催されます。
第12回となる今回は、本県が全国初となる2回目の開催地となり、当大会を契機に肉用牛の改良や農家

の生産意欲の向上、生産基盤の拡大が期待されます。
今回、和牛振興や県の魅力をPRするために「和牛フェス」が開催されることから、当協会も鹿児島県PRエ

リアへ出店し、かごしまの新特産品コンクール入賞商品の販売を行いますので、是非お越しください。

【会期】10月6日（木）～10月10日（祝・月）5日間
【会場】霧島市牧園町（霧島高原国民休養地周辺）

２．第２７回かごしま原木しいたけフェア開催告知

本県特産品である原木しいたけの消費者への普及や啓発、消費向上を促すため、「第27回かごしま原木
しいたけフェア」を開催いたします。
当日は、乾・生しいたけや椎茸加工品、特売用乾燥しいたけの販売のほか、購入者を対象にしたお楽しみ

抽選会を実施いたします。
毎年、良質な椎茸をお買い求めの消費者で賑わうフェアですので、当協会としても、更なるＰＲ、魅力発

信を続けて参ります。

【会期】令和4年10月12日（水）～10月14日（金）3日間
※新型コロナウイルス感染症の状況により日程の変更・中止となる可能性がございます。

【会場】鹿児島県産業会館 ブランドショップ

３．「かごしまの暮らしを彩る器展」開催します！

鹿児島の代表的な工芸品である「薩摩焼」や「薩摩切子」を中心に、多様なライフスタイルに合わせた
テーブルセッティングの展示や日々の暮らしに彩りを添える逸品を展示販売する「かごしまの暮らしを彩る
器展」を昨年に引続きマルヤガーデンズにて開催いたします。
会期中は、職人との交流や作品の展示販売等も行って

おりますので、皆様是非お越しください。

【会期】10月21日（金）～10月23日（日）3日間
【会場】マルヤガーデンズ 4階ユナイトメントガーデン

協会インフォメーション

和牛フェス in かごしま2022 HP



４．「うんまか鹿児島輸出商談会2022」及び
「鹿児島県産品×沖縄国際物流ハブ」海外輸出オンライン商談会
開催告知

豊富で良質な本県産品を海外への販路開拓と更なる認知度向上を図るため、国内外のバイヤー27社と
商談する「うんまか鹿児島輸出商談会2022」（10月24日（月）～28日（金））及び沖縄国際物流ハブの物流機
能を活用して特産品の販路拡大を目指す「鹿児島県産品×沖縄国際物流ハブ」海外輸出オンライン商談会
（11月10日）を開催いたします。
当協会では、県や民間企業と連携を図りながら、海外への本県特産品の販路拡大及びPRを支援して参り

ますので、輸出等興味のある方は、是非ご相談ください。

５．「奄美クリエイターズマーケット」inマルヤガーデンズ

奄美大島の独自の文化や伝統の技をより身近に感じてもらうため、奄美大島の若手職人によって製作さ
れた奄美泥染手法で染めた衣料品や小物、本場大島紬と本革を使用したレザー小物、奄美大島産本ハブの
加工品、本場大島紬をガラスに特殊コーティングしたクリスタル大島紬などの展示販売会を行います。
是非ご来場いただき、奄美大島の若手クリエイターのこだわりの工芸品や職人との交流をお楽しみくだ

さい。

【会期】令和4年11月18日（金）～11月20日（日）3日間
【会場】マルヤガーデンズ2階 スターバックス横

６．東武百貨店船橋店「第２２回鹿児島物産展」開催告知

鹿児島の優れた特産品や観光地等を総合的に紹介し、県産品の販路拡大及び観光客の誘致促進を図る
ため、千葉県船橋市において標記物産観光展を開催いたします。
首都圏で本県特産品をPRできる貴重な機会ですので、千葉県の皆様に鹿児島の魅力やこだわりを発信し

て参ります！

【会期】11月30日（木）～12月6日（水）7日間
【会場】㈱東武百貨店船橋店 6階イベントプラザ他

７．水戸京成百貨店「鹿児島フェア」初開催！

本県独自の文化や伝統の中で育まれた特産品の数々を水戸市をはじめとする茨城県の皆様に広く紹介
するため、標記フェアを初開催いたします。
今回は、多くの来場者が見込まれるお歳暮シーズンに開催することにより、更なる需要拡大を図ります。

【会期】令和4年12月1日（木）～12月6日（火）6日間
【会場】水戸京成百貨店 7階催事場東側フロア

発行者／（公社）鹿児島県特産品協会 発行日／令和４年９月３０日発行通巻５９号
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協会インフォメーション


